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O このようにして

してゆくのでしょう O ところ

で p したがっ を人為的

は

し

200名

をとげていま

を る科学誌?

を

させる

むiょl

した

できません。それにしても人工科学

の発達によって?護秀な測定器械ができたために?自然現象を解析的にしちべられるようになってき

ました。その結果自然現象を人類が利用することができるようになちました。上にのベた人工衛星や

空間瀞泳などはそのよい例でしょうが?今後はこのように自然を利用した人工科学が一層発達するで

しょう。ところが最近“人類の自然への挑戦野とか“自然環境の改造"とかがさけばれています。も

し我々が人工科学をマスターした自信におぼれて p 自然現象の成立している機構を解明しないで 2 単

に自然現象に攻撃するようなことがあれば，人工科学は悪用されることになるかもしれません。自然

現象には今詰まだ解明されていないこ



究は急務であります。

この研究にたづさわる学科は?なんといっても害地学をのぞいては抵かむはあ号ません。地学的問

題はまず観察にはじまり事それから推理をおしすすめる方法をとって研究をつづけますが F この観察

と議理はつねに響接な関連をもっています。動植物の形態を観察によって知る要領とは少しくいちが

い?例えば断層をみた場合には?断層形式を知るばかりでえまく?何時どうして断種がおきたかを考え

るでしょう O このような思考の過程は書古い時代の地質学者が述べているように?地殻にあらわれて

いるすべての事象は 2 人文歴史における古文書の役をしているから望地質という古文書を読解するよ

り段かの操作で註ありません O したがって私ども地学に少しでも関保のあるものは空自然が残した古

る能力がなければ?自然を批判したり 2 自然に抵抗する資格はないはずです。

ところが?払たちは案外自然の事象に無頓着です。先きにも申しましたが 2 もう一度言いたい程こ

れが現代人の通性です。日本人が過密の人口をかかえて重このせまい国土を開発してゆく上にも p 人

ほとんど生活していない滋外の大自然地域を卒先して開発しようとする将来の世界的日本人のこ

とを考えても F 我々はもっと自然を理解しなければいけないと思います。今日までの教育の方法にも

欠陥がないでもないでしょう Q もし欠陥があるとするならば p改革する前に主お互いにもっと自然、を

理解するようにつとめたいものです。そ

理科とし1う学科が実験を尊重すること

必要であることを知っている人は必ずしも

が F 自然の観察はそれ以上に大切な

できないことが非常に多く警かれていま

って居られる方には p 研修の場として F ま

ちとも知っていただく場として活用していただくことにあ 9ます。

本平 9 富士山周辺などに巡検に出掛け F 参加者は沢山の資料を採政し

えだされるでしょう O

れども地学の勉強に自然の観察が

えないでしょう O あります
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